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IELTS （ International English Language 
Testing System、アイエルツ）は、英語の環境
で授業についていく、または仕事や生活をして
いく英語力がどの程度あるのかを測るために考
案された試験で、世界各国の9,000を超える教
育機関、企業、国際機関、政府機関などで採用
されています。アイエルツを採用している団体の
リストは、アイエルツの本部の公式ホームページ
（www.ielts.org/recognition）にてご確認
いただけます。

アイエルツは、140カ国以上において、ひと月
に最大4回実施されています。通常、筆記試験
は土曜日に行われ、東京・大阪以外の会場で
はスピーキングも筆記試験と同日に行われ
ます。東京・大阪会場に関しては、試験が1日
で終わる日程と2日で終わる日程があります
ので、詳細は公益財団法人 日本英語検定協
会のウェブサイトにてご確認ください。

受験をする前に、実際の試験形式に慣れてお
くことが大切です。試験内容のサンプルは次
ページ以降で4技能のテストごとに説明して
います。またその他のサンプル問題に関しては、
www.ielts.org/test_takers_in
formation/test_sample.aspx
をご参照ください。

試験を受ける前に

アイエルツの試験問題は、国際性に重点を置き作成さ
れています。たとえばリスニングテストでは、さまざま
なネイティブスピーカーのアクセント（アメリカ、カナダ、
オーストラリア、ニュージーランド、イギリスなど）が使
用されています。また、全てのパートにおいて、各国の
標準英語による解答が認められています。つまり、イギ
リス式およびアメリカ式のつづりの双方がある単語の
場合、どちらのつづりも正解となります。

どちらのモジュールを受験すべきか分からない場合
は、出願先に直接お問合せください。
どちらのモジュールでも、リスニング、リーディング、ライ
ティング、スピーキングという４つの技能がテストされ
ます。このうちリスニングとスピーキングは共通の問
題で、リーディングとライティングの問題がモジュール
によって異なります。

アイエルツは言語評価における
世界でも有数の専門家によっ
て作成されており、徹底的な研
究、検証、開発プログラムに
よって高い信頼性を実現して
います。

試験結果

受験前の準備

バンドスコア

受験者にはリスニング、リーディング、ライ
ティング、スピーキングの各パートのバンド
スコアと総合評価としてのオーバーオー
ル・バンドスコアが表示された成績証明書
が発行されます。なお、バンドスコアは1.0
～9.0までの0.5刻みで示されます。採点方
法やスコアの内容についての詳細は、下記
ウェブサイトをご参照ください。
www. i e l t s . o rg/cr i t e r i a

成績証明書は、基本筆記試験から13日目に発行され、その
後、各受験者に郵送されます。電話、ファックス、電子メールで
の結果の通知は行っておりませんので予めご了承ください。
成績証明書は受験者宛には最初の1通のみの発行となり、
再発行は受け付けておりませんので、大切に保管をしてくだ
さい。なお、成績証明書に記載されている発行日から30日
以内であれば、アイエルツの認定機関として登録された教育
機関や移民局宛に5通まで無料で追加発行いたします。30日
を過ぎてからの追加発行には発行手数料がかかります。

成績証明書

成績証明書の有効期限

お申込みの際の注意受験規約
受験要領（Notice to Candidates）
に記載されている注意事項をよくお
読みください。受験者はアプリケー
ションフォームへの署名、もしくは
インターネット申込によって、アイエルツ
の規約を理解し、遵守することに同意
したものとみなされます。

試験のお申込みは公益財団法人 日本英
語検定協会のウェブサイトから可能です。
各会場には定員数があり、定員に達した
場合は締切日前でも申込受付を終了する
場合がありますので、お早めにお申込みく
ださい。お申込みには受験料の支払いが
必要となります。

利便性 グローバル 信頼性

The test
that opens doors

around
the world

試験形式

ACADEMIC
READING

ACADEMIC
WRITING

3 Sections
40 Items
60 Minutes

TASK 1
at least 150 words
TASK 2
at least 250 words
　60 Minutes

LISTENING

4 Sections
40 Items

30 Minutes

SPEAKING

  　3 Parts

11 to 14 Minutes

GENERAL
TRAINING WRITING

TASK 1
at least 150 words
TASK 2
at least 250 words
　60 Minutes

GENERAL
TRAINING READING

3 Sections
40 Items
60 Minutes

アカデミック・モジュール
Academic Module

大学や大学院への留学や就職を希望している受験者向け
のテスト形式です。

General Training Module

オーストラリア、カナダ、ニュージーランド、英国への移住を
希望している人向けのテスト形式です。

ジェネラル・トレーニング・モジュール
アイエルツには

アカデミック･モジュールと
ジェネラル･トレーニング･モジュールの

2つのタイプがあります。

The IELTS
Band Score
Scale

1

43

5

6

7
9 8

2

確実なコミュニケーションを行うことは不可能。慣
れた状況下で、その場の必要性に対処するため、
極めて基本的な情報を単語の羅列や短い定型句
を用いて伝えることしかできない。英語による会
話、および文章を理解するのに非常に苦労する。 

いくつかの単語を羅列して用いることしかできず、
基本的に英語を使用する能力を有していない。

時折、非体系的な不正確さや不適切さがみられるもの
の、十分に英語を駆使する能力を有している。慣れない
状況においては、誤解が生ずることもありえる。込み
入った議論に、うまく対応できる。

時折、不正確さや不適切さがみられ、また状況によって
は誤解が生ずる可能性もあるが、英語を駆使する能力
を有している。複雑な言語も概して上手く扱っており、
詳細な論理を理解している。

不正確さ、不適切さ、および誤解がいくらか見られる
ものの、概して効果的に英語を駆使する能力を有して
いる。特に、慣れた状況においては、かなり複雑な言語
を使いこなすことができる。

部分的に英語を駆使する能力を有しており、大概の状況
において全体的な意味をつかむことができる。ただし、多く
の間違いを犯すことも予想される。自身の分野において
は、基本的なコミュニケーションを行うことができる。

慣れた状況においてのみ、基本的能力を発揮
できる。理解力、表現力の問題が頻繁にみられ
る。複雑な言語は使用できない。 

非常に慣れた状況において、一般的な意味のみを
伝え、理解することができる。コミュニケーションが
頻繁に途絶える。

十分に英語を駆使する能力を有している。
適切、正確かつ流暢で、完全な理解力もある。

Limited user
限定的ユーザー

Expert user
エキスパートユーザー9 

Very good user
非常に優秀なユーザー8

Good user
優秀なユーザー7

Competent user
有能なユーザー6

Modest user
中程度のユーザー54

Extremely limited user
非常に限定的なユーザー3

2 Intermittent user
一時的なユーザー

1 Non-user
非ユーザー

アイエルツはあらゆるレベルの英語能力を評価できるよう
に開発されています。試験結果は1.0から９.0までの0.5刻
みのバンドスコアで示されます。合格･不合格はありません。

2 3

筆記試験日より2年以内

世界への扉を開くテスト
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テストサンプル Academic Module テストサンプル Academic Module

約３０分
試験時間

４つのセクションに分かれています。
試験パート

セクション1は、日常生活における２人の人物による会話
（宿泊施設の予約など）です。

セクション2は、日常生活におけるモノローグ（地域の施設
に関する描写、食事の手配に関する説明など）です。

セクション3は、教育の現場における複数（最大4名）の人物
間（課題について話し合う大学の指導教官と生徒、研究計画
について議論する学生など）の会話です。

セクション4は、学術的なテーマに関するモノローグ（大学
の講義など）です。

どのセクションも音声は一度しか聞くことができません。
様々なネイティブスピーカーの声やアクセントが使用されます。

全40問
問題

さまざまなタイプの問題（選択問題、組み合わせ問題、計画･地図･図表の
分類、用紙･メモ･表･フローチャートの穴埋め、要約･文章完成、記述式問題）
が出題されます。

測定される英語力

話の要点や特定の情報を聞き取る能力、話者の意図や姿勢、目的を理解
する力、議論の展開についていく力など幅広いリスニング力が問われます。

正答１問につき１点
採点方法

４０点満点で、得点はバンドスコアに換算されます。

（その後、解答を書き写すために１０分与えられます）

リスニング
Listening

６０分
試験時間

３つのセクションに分かれています。
試験パート

全40問
問題

さまざまなタイプの問題（選択問題、正誤問題、組み合わせ問
題、見出し･主題の選択、文章･要約･メモ･表･フローチャート・
図表の穴埋め、記述式問題）が出題されます。

測定される英語力

文章の要点や趣旨、詳細を把握する力、言外の意味を読み取る
力、筆者の意図や姿勢、目的を理解する力、議論の展開につい
ていく力など幅広いリーディング力が問われます。

正答１問につき１点
採点方法

４０点満点で、得点はバンドスコアに換算されます。

（解答を書き写す時間はありません）

リーディング
Reading

合計３つの長文が出題されます。文章は書籍、専門誌、雑誌、新聞など
からの抜粋で、学術的なトピックに関して一般読者向けに書かれたもの
です。内容は大学や大学院に進学を予定している受験者もしくは就職
を希望している受験者に適したものとなっています。文章は、描写文や
事実を述べた文、色々な見解が書かれた文から物事を分析したものな
ど様々で、図形やグラフ、イラストなどが含まれる場合もあります。専門
用語が使用されている場合は、簡単な注釈がつきます。

文章の長さは全体で２,１５０語～２,７５０語です。
● アカデミック・リーディング

セクション１では、２～３の短文が出題されます。短文は、同じトピッ
クを扱ったさらに短い６～８つの文（ホテルの広告など）で構成される
こともあります。題材は英語圏での日常生活に関連したものです。

セクション2では、仕事に関連した２つの短文（仕事への応募、企業方
針、給与や労働条件、職場環境、人材育成と研修など）が出題されます。

セクション3では、一般的なトピックを扱った比較的長めで複雑な文
章が出題されます。

どのセクションも、文章は実際の掲示や広告、企業ハンドブック、公的文
書、本、雑誌、新聞などからの抜粋です。

● ジェネラル・トレーニング・リーディング



TASK1

テストサンプル

Academic Module

TASK2

テストサンプル

Academic Module

6０分
試験時間

２つのパートに分かれています。

試験パート

全2問
課題

Task 1では最低150語、Task 2では最低250語を書く必要
があります。

測定される英語力

どちらのTaskでも、質問に適切にこたえているか、解答は論理
的か、幅広く正確なボキャブラリー・文法が使用されているかが
評価されます。

採点方法

受験者の解答は、アイエルツの試験官によって、４つの評価基準（質問
に適切にこたえているか、一貫性はあるか、語彙力、文法力）に基づい
て採点されます。 評価基準の詳細は、www.ielts.org/criteria
をご覧ください。Task２はTask１よりも配点が高くなっています。

ライティング
Writing

6 7

Task1では、グラフや表、図形を分析し、自分の言葉で客観的に説
明します。また、物事の過程や手順の説明を問われることもあります。

Task2では、ある主張や問題についてエッセイを書きます。出題
されるのは、大学や大学院に進学を予定している受験者もしくは
就職を希望している受験者に適した一般的な題材です。

どちらのTaskでも改まった文体で書くことが要求されます。

● アカデミック・ライティング

Task1では、与えられた状況に合わせて、情報を求めたり、立場を
説明する手紙を書きます。内容は個人的なものである場合もあれ
ば、よりフォーマルな文体を求められる場合もあります。

Task2では、ある見解や議論、問題についてエッセーを書きます。アカ
デミック･ライティングのTask２ほど改まった文体は要求されません。

出題されるのは一般的な題材です。

● ジェネラル・トレーニング・ライティング

Task1では、データを分析･比較し、それを説明する能力、もし
くは物事の過程や手順を説明する能力が問われます。

Task2では、ある問題に対してどのような意見を持っているかを
説明します。問われるのは、根拠や例を挙げて比較検討しながら、
筋道を立てて自分の主張を展開し、説得力をもたせる力です。

● アカデミック・ライティング

Task1では、私的な文書を書く課題が出されます。必要な情報を
盛り込み、要求や希望、意見や不満などを表現する力が問われます。

Task2では、必要な情報を記述したり、問題を提示し、その解決
策を示す力、自分の主張を述べ、説得力を持たせる力、また意見
や根拠、論点を正しく評価し、反論する力が問われます。

● ジェネラル・トレーニング・ライティング

グラフや表、図形を分析
します。主観的に述べるの
ではなく、客観的に説明
することが求められます。

自身の意見を主観的に
表現するエッセイ形式の
問題です。

In format ion for  cand idates



11～14分
試験時間

３つのパートに分かれています。

試験パート

課題

試験官との１対１のインタビュー形式で行われ、３つのパートから構成
されています。テストの内容は録音されます。

測定される英語力

質問に答えながら、日常の話題や出来事について情報を伝え、意見を述
べるコミュニケーション能力、与えられたトピックに関して適切な言葉
使いと一貫性を持って、ある程度の長さのスピーチをする能力、説得力
のある意見を述べ、物事を分析、議論、推測する力などが問われます。

採点方法

受験者の受け答えは、アイエルツの試験官によって、４つの評価基
準（流暢さと一貫性、語彙力、文法力、発音）に基づいて採点され
ます。評価基準の詳細は、www. ie l ts .org/cr i ter iaを
ご覧ください。

スピーキング
Speaking

自己紹介と日常生活に関する質問（4～5分）

試験官が自己紹介をした後、受験者の名前を尋ね、パスポートを使って
本人確認をします。その後、試験官から家族、仕事、勉強、趣味などの
一般的なトピックについて質問されます。

スピーチ（３～４分）

試験官からトピックと言及すべきポイントが書かれたカード（Task card）
が渡されます。受験者には１分間の準備時間とメモを取るための鉛筆
と紙が与えられます。その後、最大２分間のスピーチを行い、スピーチ
の後には、試験官から同じトピックについて１～２つ質問されます。

ディスカッション（４～５分）

試験官からパート２のトピックについて、より掘り下げた質問がされ
ます。受験者はトピックについてより深く自分の考えを述べることが
できます。

パート

１

パート

2

パート

3

公益財団法人 日本英語検定協会のウェブサイト（http ://www.e iken .or . jp/speak ingtest/）に
スピーキングのサンプル動画がアップされています。 3つのレベルでご覧いただくことが可能です。

In format ion for  cand idates
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お申込み方法
お申込みはアイエルツのウェブサイト（www.eiken.or.jp/ielts）にて受け付け
ています。アカデミック・モジュールとジェネラル・トレーニング・モジュールの
2つのタイプがあります。

お申込み締切
試験日5週間前の金曜日 午後5時

試験当日の
流れ

受験料 1人あたり25,380円（税込）

お支払い方法

● クレジットカード（JCB・MASTER・NICOS・VISA）
● コンビニ（ローソン・ファミリーマート・ミニストップ・セイコーマート）
● 郵便局ATM

お申込みの
際の注意点

● アカデミック・モジュール、ジェネラル・トレーニング・モジュールのどちらの
　 試験を受けるかは、提出先に事前にご確認ください。

● IELTSのお申込みの際には試験日まで有効期限内のパスポートが必要です。
　 他の身分証明書（免許証など）では受験できませんのでご注意ください。

※お支払い方法により、お申込み締切り日が異なりますのでご注意ください。
※コンビニ、郵便局支払いをご希望の方は、お申込み締切日の5日前までにお申込みください。

※木曜日実施の試験に関しては、お申込み締切日は試験日5週間前の水曜日午後5時です。
※各会場には定員がありますので、締切日前に定員に達した場合は、申込受付を終了させていただくことがあります。

動画URL 

試験当日の流れを分かりやすく動画にしました。 試験の集合から成績証明書
発行までの流れを事前に確認しておいてください。
※会場や日程によって、変更になる場合があります。

※2015年4月現在。

https://youtu.be/nfedEbr3Kqs

受験会場
札幌、函館、仙台、埼玉、東京、横浜、都留、松本、
金沢、名古屋、京都、大阪、神戸、岡山、広島、高知、
福岡、沖縄の18会場で実施しています。
※会場は試験実施日によって異なる場合があります。
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リスニングテストの音声は、１度しか流れません。

音声を聞く前に、問題文を読む時間が与えられ
ます。

音声を聞きながら、問題用紙に答えを書き込んで
ください。リスニングテストの後に１０分間、解答を
解答用紙に書き写す時間が与えられます。問題
用紙に書かれたものは採点の対象になりません
ので、必ず解答用紙に書き写してください。

解答には必ず黒鉛筆を使用してください。

次のページに、解答用紙の記入例があります
のでご参照ください。

空欄補充型の問題について
語数制限に注意してください。例えば、２語以
内（NO MORE THAN TWO WORDS）で答
える場合、“leather coat”は正解ですが “coat 
made of leather” は不正解になります。
解答用紙には、抜けている単語のみ記入してく
ださい。例えば、“in the_____”という欄に対して
morningとするのが正解の場合、解答用紙に“in 
the morning” と記入すると不正解になります。
解答に使う単語は、音声でも使用されているも
のです。単語の形を変える必要はありません。
つづり（スペル）や文法の間違いも減点対象にな
りますので注意してください。
全て大文字もしくは小文字で解答してもかまい
ません。

再受験について

試験結果に関する
お問い合わせ

特別措置について

アイエルツの再受験に関する制約はありません。満足のいく結果が得られなかった場合、準備が整っ
たと思った時点でいつでも、次の試験に申し込むことが出来ます。再受験の前には、英語力を上げるた
めの努力をしないと、スコアは上がりづらい傾向にあります。

試験結果に疑問がある場合、受験したテストセンターに再採点（Enquiry on Results）を申請すること
ができます。申込受付期間は筆記試験受験日から６週間以内となります。どの技能の再採点を希望する
かは、自分で指定することが可能です。このサービスは有料ですが、再採点の結果、スコアが上がった場
合には返金されます。再採点の結果が出るまでには、原則8～10週間かかります。

全ての受験者の英語能力を公平かつ正確に評価するため、アイエルツでは学習障害、聴覚障害、視
覚障害を持つ受験者の方々への特別措置が用意されています。点字受験など特別な試験問題を必
要とする場合は、準備に時間が必要ですので、希望受験日の３ヵ月前までにテストセンターにご連絡
ください。試験時間の延長など事務手続きのみで対応できる場合は、受験日の６週間前までにテス
トセンターにご連絡ください。詳細につきましては、テストセンターにお問い合わせください。

解答を直接、解答用紙に記入するか、問題用紙に書き込んでから
試験時間内に解答用紙に書き写してください。解答用紙に解答
を書き写すための時間は、試験の後に設けられていません。問題
用紙に書かれたものは採点の対象になりません。

解答には必ず黒鉛筆を使用してください。

次のページに、解答用紙の記入例がありますので参照してください。

空欄補充型の問題について
リスニングテストと同じルールが適用されます（左記参照）。
解答に使う単語は、リーディングの文章の中でも使われているもの
です。文章中の単語の形を変えて解答してはいけません。

解答には黒鉛筆を使用してください。

それぞれのTaskの語数指定に注意してください。Task 1では
150語以上、Task 2では250語以上書かないと、減点されます。

Task 1には約２０分、Task 2には約40分の時間をかけましょう。

不完全な文章、メモ形式や箇条書きの解答は減点されます。

つづり（スペル）や文法の間違いも減点対象になりますので注意し
てください。

全て大文字で解答してもかまいません。

問題用紙にメモをとってもかまいませんが、問題用紙に書かれたも
のは採点の対象になりません。

試験内容 ̶追記事項 リスニングとリーディングの解答例

空欄に自分の受験番号を
記入し、その番号を黒く
塗りつぶします

氏名を大文字で記入します

受験年月日を黒く塗りつぶします

解答は空欄に記入します

解答を変えたい場合、
消しゴムで消すか上から
横線を引き、新しい答えを
その横に記入します

✓や✗が記入されたコラムには
何も記入しないでください

riting ライティングW

Listening

Reading

氏名を大文字で記入します

受験番号を記入します

自分の性別を黒く塗りつぶします

受験するモジュールを黒く塗り
つぶします

空欄に自分の第一言語
コードを記入し、その番号を
黒く塗りつぶします
（第一言語コードは机の上の
シールに記載されています）

解答用紙への記入には必ず黒鉛筆を使用してください。

解答用紙

解答用紙

In format ion for  cand idates
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